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＜国語＞  

１  話し合いの様子の一部に関する問題  

２  物語文をとおして、登場人物に関する問題や表現の効果についての問題  

３  児童が書いた文章についての感想を伝え合う場面に関する問題  

＜算数＞  

１  目的に応じて数量の関係に着目し数の処理の仕方を考察する問題  

２  二つの数量の関係について考察する問題（果汁の割合）  

３  目的に応じてデータの特徴や傾向を捉え考察する問題  

４  図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方を考察する問題  

＜理科＞  

１  昆虫の観察記録をもとにした生命に関する問題  

２  水溶液の実験をもとにした粒子に関する問題  

３  実験結果の分析や解釈をもとにしたエネルギーに関する問題  

４  問題解決の道筋について考えるための地球に関する問題  

 

 

 
            令和４年４月１９日（火）実施  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全国学力・学習状況調査」は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の

観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果

と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関

する継続的な検証改善サイクルを確立すること、また、学校における児童生徒へ

の教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることが目的です。今年度は、4

年ぶりに理科の調査が実施されました。また、中学校については、新学習指導要

領に基づく出題がなされています。  

この調査によって測定できるのは学力の一部分であり、学校における教育活動

の一側面となります。さらに、テストではなく、調査と銘打たれていることから、

正答率の高さではなく、考え方が定着しているかどうかを確認するためのもので

あると言えます。そして、出題構成は、新学習指導要領がめざす授業づくりを示

す形になっています。  

令和４年度全国学力・学習状況調査 

朝来市小学６年生と中学３年生の 

学力と学習状況の分析結果 

学力・学習状況の分析結果 
 

調査の概要 

 

調査の内容  

 

 国語、算数・数学、理科  

出題内容（小学校） 
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＜国語＞  

１  スピーチの一部に関する問題  

２  意見文の下書きをもとに、語句や書き方に関する問題  

３  物語文による表現の仕方に関する問題  

４  我が国の言語文化に関する問題  

＜数学＞  

１  素因数分解に関する問題  

２  連立二元一次方程式に関する問題  

３  反例に関する問題  

４  変化の割合に関する問題  

５  確率に関する問題  

６  構想を立てて説明し、統合的・発展的に考察する問題  

７  データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断する問題  

８  日常的な事象の数学化と問題解決の方法に関する問題  

９  見いだした図形の性質を、与えられた条件を基に考察する問題  

＜理科＞  

１  タッチパネルを科学的に探究する問題  

２  天気の変化を科学的に探究する問題  

３  水素の利用を科学的に探究する問題  

４  生物の外部形態を基に科学的に探究する問題  

５  押して使うばねを科学的に探究する問題  

６  観察から大地の変動を科学的に探究する問題  

７  水の状態変化を科学的に探究する問題  

８  アリの行列を科学的に探究する問題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題内容（中学校） 

 

全国・県平均をやや下回る  算数 

全国・県平均と同程度  国語 

小学生 

調査結果の分析 

中学生 

理科 全国・県平均をやや下回る  

国語 全国・県平均と同程度  

数学 全国・県平均をやや下回る  

理科 全国・県平均をやや下回る  
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○  言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉える力  

○  登場人物の相互関係を手がかりにして物語の全体像を具体的に想像して書く力  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の結果 

 全国・県平均と同程度 国語  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  
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朝来市の児童は、話し手と聞き手がお互いの

意見を認め合いながら、相手とのつながりをつ

くる働きのある言葉を活用して話し合いを進め

ることができているんだね。 
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○  表現の効果を考える力  

〇  文章に関する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見つける力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  
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課題克服に向けた授業展開例  

表現の効果を考える力  

身に付けさせたい資質・能力  

国語  

表現が読み手に与える効果について考え

たり、その考えを明らかにしたりしていく

ことに課題があるようだね。 
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登場人物の相互関係や心情などについて描写をもとに捉えることができる。

ね  ら  い  

授業展開例  
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＜ポイント＞ 

 細かく読み取っていくことも大切ですが、作品全体を通して、

読み深めていく場面を設定することも大切なんだね。  

文部科学省  国立教育政策研究所  令和４年度全国学力・学習状況調査  報告書  から  
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○  聞き手の興味・関心などを考慮して、表現を工夫する力  

○  場面と場面、場面と描写などを結び付けて内容を解釈する力  

〇  助動詞の働きについて理解し、目的に応じて使う力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校各教科の結果  

 
 

全国・県平均と同程度 国語  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  



- 12 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝来市の生徒は、知識及び技能に関わ

る内容を、その場に応じて適切に使うこ

とができているということだね。 
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○  自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫して話す力  

〇  自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く力  

〇  場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を基に捉える力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  
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描写から想像力を働かせて、心情を読み取ることに課題があ

ったね。さまざまな作品を読んで、描写から心情を読み取る練

習をしてみよう。小学校でも同じような課題が取り上げられて

いたよ！ 
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課題克服に向けた授業展開例  

身に付けさせたい資質・能力  

国語  

ね  ら  い  

話の展開を捉えて内容を解釈する力  

場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に

捉えることができる。  

 

 

 

 

 

 

授業展開例  

文部科学省  国立教育政策研究所  令和４年度全国学力・学習状況調査  報告書  から  



- 17 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
文部科学省  国立教育政策研究所  令和４年度全国学力・学習状況調査  報告書  から  
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＜ポイント＞ 

 複数の場面を相互に結び付けたり、各場面と登場人物の心情や行

動、情景描写などの描写と結び付けて考えたりすることが大切なんだ

ね。 

『ひょうごつまずきポイント指導事例集』

が参考になるよ。 

文部科学省  国立教育政策研究所  令和４年度全国学力・学習状況調査  報告書  から  

 文部科学省 国立教育政策研究所 令和４年度全国学力・学習状況調査 報告書 から 
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○  図形を構成する要素に着目して、図形の意味や性質、構成のしかたについて理解す  

る力  

○  場面を解釈し、解を求めることができる理由を言葉と数を用いて記述する力  

 

 

 

小学校の結果 

 全国・県平均をやや下回る 算数  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  
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朝来市の児童は、作図のしかたについて筋道

を立てて考えることができているね。 

他の設問では、計算の意味や方法を、ポイン

トを押さえて説明することもできているよ。  
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○  日常の事象における場面に着目し、目的に合った数の処理の仕方を考える力  

○  数量が変わっても割合は変わらないことを理解する力  

 

 

 

 
 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  

朝来市の児童は、目的に応じて見積もって計算すること

に少し課題があるようだね。  

他の設問から、生活経験に基づいて物事を考えることが

少し苦手だということが見えてきたよ。 
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課題克服に向けた授業展開例  

算数  

身に付けさせたい資質・能力  

ね  ら  い  

数の大きさを見積もる際に、目的に応じて数を大きくみたり小さくみたりして、

概算する力  

概数にする方法である切り上げ、切り捨て、四捨五入のうち、どの方法が適切で

あるかを判断できる。  

 

授業展開例  

＜ポイント＞  

「概数」＝「四捨五入」と考えがちだけど、求める数量を見積

もるのにそれが適切な方法なのかどうか、ちゃんと確かめてみる

ことが必要だね。  
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文部科学省  国立教育政策研究所  令和４年度全国学力・学習状況調査  報告書  から  



- 26 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  自然数を素数の積で表す力  

○  簡単な連立二元一次方程式を解く力  

○  多数の観察や多数の試行によって得られる確率の意味を理解する力  

 

 

 

 

１  ４２を素因数分解しなさい。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校各教科の結果  

 

 

全国・県平均をやや下回る  数学  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  

朝来市の生徒は、素数のことを理解できて

おり、１年生で学習した内容を忘れずに使え

ていたということだね。 

ただ、解答類型５の誤答をしてしまってい

る人が一定数いたのは注意点だね。 
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○  目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理  

由を説明する力  

○  結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明する力  

○  筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明する力  

 

 

 

 

  

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  
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朝来市の生徒は、計算の結果が４の倍数に

なることを、文字式を使って説明する力が少

し足りなかったということだね。 

「４の倍数」とは「４×(整数)の形に表せ

る数」だ、という認識が十分じゃないのかも

しれないね。 



- 29 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題克服に向けた授業展開例  

数学  

身に付けさせたい資質・能力  

一旦解決された問題やその解決過程を振り返り、問題の条件や仮定を見直し

たり、共通する性質を見いだしたりして、統合的・発展的に考察する力  

ね  ら  い  

２つの偶数の和が４の倍数になる条件を見いだすことができる。  

 

授業展開例  
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課題克服に向けた授業展開例  

数学  

身に付けさせたい資質・能力  

・見いだされた事柄について、数学的な結果を事象に即して解釈し、筋道を立て

て考え、事柄が成り立つ理由を説明する力 

・見出された事柄をもとに、統合的・発展的に考察する力 

ね  ら  い  

「帰納的な思考過程」を通して、「文字を使った数の性質の説明の有効性に気づ

き、文字を用いた式を具体的な場面で活用」できるようにする。 

授業展開例  

Ｒ１ 

 

『ひょうごつまずきポイント指導事例集』

が参考になるよ。 

＜ポイント＞  

一旦解決された問題の説明を振り返り、見いだした事柄を拡張して考え

ることで、統合的・発展的に考察する機会を設けることが大切だね。  

文部科学省  国立教育政策研究所  令和４年度全国学力・学習状況調査  報告書  から  
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○  問題を解決するために必要な観察の視点を基に、問題を解決するまでの道筋を構想  

し、自分の考えをもつ力  

〇  観察で得た結果を、問題の視点で分析して、解釈し、自分の考えをもつ力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全国や県平均をやや下回る 理科  

小学校の結果 

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  

朝来市の児童は、ペアトークやグループ

活動など意見交流の場が授業の中に設定

されているから対応できたんだね。 
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○  実験結果に基づいて、自分の予想と比較し、検討・改善を行い、まとめていく力  

○  実験や観察で得た結果を多面的な視点で見直し、自分の考えをより科学的なものに  

変容させていく力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  
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朝来市の児童は、実験結果を基に分析して考

察するうえで、自分の予想と比較したり、友

達の意見とすり合わせたりしながら、新たな

考え（解釈）を生み出していくところに課題

が見られるね。 
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理科  

身に付けさせたい資質・能力  

・根拠を示して予想や仮説を立て、見通しを持った実験計画を練り上げる力  

・実験結果について、自他の気づきを基に分析して解釈し、新たな問題を見いだす力  

ね  ら  い  

実験結果について、「事実」と「解釈」の両方を示しながら話し合い、新たな問

題を見いだすことができるようにする。  

課題克服に向けた授業展開例  

授業展開例  
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＜ポイント＞ 

○思い込みによる考察ではなく、事実を読み取り、根拠を示して自分

の考えを伝え合う場面を仕組むことが大切だね。そのためには、実

験や観察で得た結果を多面的な視点で見直したり、自他の予想と比

較し、差異点や共通点をとらえさせたりする学習活動の積み重ねが

重要になるね。 

 

 

文部科学省  国立教育政策研究所  令和４年度全国学力・学習状況調査  報告書  から  
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○  化学変化に関する知識及び技能を活用する力  

○  条件を制御した実験を計画する力  

 

 

 

 

中学校の結果  

 

 
全国や県平均をやや下回る 理科  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  
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○  観察・実験の結果を分析して解釈する力  

○  結果を分析して解釈したことを根拠として、課題に正対した考察を行う力  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  

朝来市の生徒は、化学変化に関する知識及び技能を活用

して、分子のモデルで表した図を基に化学反応式で表す

ことができるということだね。 
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朝来市の生徒は、実験・観察の結果を分析して

解釈する上で、実験・観察の目的は何かを意識

しながら考察することに課題が見られるね。小

学校でも同じような課題が取り上げられていた

よ！ 
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身に付けさせたい資質・能力  

・結果を分析して解釈する力  

・課題に正対した考察を行うことができる力  

ね  ら  い  

実験・観察の目的を意識し、具体例を示しながら考察することができるようにな

る。  

課題克服に向けた授業展開例  

めあて：実験の目的を意識した考察ができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業展開例  
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＜ポイント＞ 

○仮説を検証するための探求方法はどうあればよいか、「結果の予想」

と異なる結果が出る場合を想定することで、課題を解決するまでの探求

過程を見通し、主体的に取り組んでいくことがポイントだね。  

 

 

文部科学省  国立教育政策研究所  令和４年度全国学力・学習状況調査  報告書  から  
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今年度の調査結果分析から、朝来市の児童生徒の学力については、小・中学校と

も概ね定着していると考えられます。  

これは、学力を下支えする地域の関心の高さを受けての結果と考えております。  

しかし、新学習指導要領で強く求められている「思考力・判断力・表現力等」や

「知識の確かな定着」に課題が見られる教科もありました。  

本市では、「小小連携推進事業」や中学校区ごとの「小中連携推進事業」を実施

して実践の共有と系統化を図るとともに、各校で同調査を分析し、抱える課題とそ

の課題解決に向けた取り組みを協議し、学習状況の改善や教員の指導力の向上を図

り、子どもたちの学習意欲や学力向上に取り組んでいます。  

これからも、平成２６年度から取り組んでいる「授業のユニバーサルデザイン化

モデル研究事業」において、全ての子どもたちが「『分かる』『できる』と実感で

きる授業づくり」を進めていきます。  

コロナ禍による様々な制限がある中での学校生活が今後も予想されますが、学校

運営協議会をはじめ地域の方々と協働して、新しい生活様式を踏まえた子どもたち

の健全育成に取り組んでいきます。  

 

お問い合わせ先   朝来市教育委員会  

学校教育課    ℡  ６７２－４９３０  

今 後 に 向 け て  

 


